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  （百万円未満四捨五入）

１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
29年３月期 1,786,447 △5.5 88,312 26.0 67,535 73.1 66,007 － 41,898 － 42,503 － 
28年３月期 1,890,450 10.8 70,069 35.5 39,011 △18.8 △7,087 － △26,671 － △25,605 － 

 

  
当期包括利益 

合計額 

基本的 
1株当たり 
当期利益 

希薄化後 
1株当たり 
当期利益 

親会社所有者 
帰属持分 

当期利益率 

資産合計 
税引前利益率 

売上収益 
事業利益率 

売上収益 
営業利益率 

  百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ ％ 
29年３月期 37,880 － 148.01 134.10 7.9 3.2 4.9 3.8 
28年３月期 △47,615 － △89.33 △89.33 △4.6 △0.4 3.7 2.1 

 
（参考）持分法による投資損益 29年３月期 △480 百万円     28年３月期 △931 百万円 
 
（注）事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出した金額であります。 

 
（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者 
帰属持分比率 

1株当たり親会社 
所有者帰属持分 

  百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭 
29年３月期 2,042,165 559,431 547,244 26.8 1,902.18 
28年３月期 2,130,120 537,308 524,806 24.6 1,828.84 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 
29年３月期 132,531 △58,052 △79,899 121,563 
28年３月期 121,085 19,122 △154,403 129,646 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
(連結) 

親会社所有者 
帰属持分配当 
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
 28年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 17,210 － 3.1 
 29年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 17,244 40.5 3.2 

 30年３月期 
 （予想） － 30.00 － 30.00 60.00   40.1   

 
 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の所有者 

に帰属する 
当期利益 

基本的1株 
当たり 

当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 890,000 2.2 40,000 0.4 37,000 △3.4 34,500 △17.1 24,900 3.9 23,000 △4.8 79.95 

通期 1,850,000 3.6 95,000 7.6 75,000 11.1 70,000 6.0 46,800 11.7 43,000 1.2 149.46 
   
 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  －社  （社名）－、除外  1社  （社名）GraceB S.a r.l. 

 GraceB S.a r.l.は、同社を吸収合併消滅会社とし、同社の子会社であるGROHE Group S.a r.l.を吸収合併存

続会社とする吸収合併を行い、消滅しております。 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む）   29年３月期 313,054,255 株 28年３月期 313,054,255 株 

②  期末自己株式数   29年３月期 25,361,045 株 28年３月期 26,092,118 株 

③  期中平均株式数   29年３月期 287,154,694 株 28年３月期 286,639,766 株 

 
 
※  決算短信は監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したも

のであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は様々な要因の変化によ

り、記述されている将来の見通しとは大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添

付資料３ページ「１．経営成績等の概況 （１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。 

 

（決算補足説明資料の入手方法について） 

決算補足説明資料は同日にTDnetで開示及び当社ホームページに掲載しております。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度における我が国経済は、政府の経済対策等に加え、米国を中心とする海外経済の堅調な伸びによ

り緩やかな回復基調となりました。住宅投資は、住宅ローンの低金利状態が継続しておりますが、マンション等へ

の投資は減少しており、全体としては緩やかな減速傾向となりました。ただし、新設住宅着工戸数は貸家が前年か

ら二桁の伸びを示した結果、全体としては974千戸（前年同期比5.8％増）となりました。 

 海外経済に関しては、地政学的リスクによる不確実性は高まっているものの米国に牽引される形で欧州では堅調

な成長が続いており、また中国においても、インフラ投資等の拡大や元安等による輸出の続伸により、伸び幅は減

少しておりますが確実に成長している状況にあります。 

 このような環境のもと、当社グループでは、事業のさらなる成長と強化に向けた施策の導入及び機動的な組織の

構築を進めてまいりました。具体的な施策としては、国内成長事業としてのリフォーム市場への注力拡大、国内既

存事業では事業効率化のさらなる推進、海外事業においてはグループ横断的なシナジーの最大化を着実に実行して

まいりました。

 当連結会計年度の業績は、為替換算影響や事業売却により一部子会社が連結から外れた影響のほか、前年におけ

る省エネ住宅ポイント制度終了の反動による国内需要の減少等により、売上収益は１兆7,864億47百万円（前年同

期比5.5％減）と減収となりました。ただし、海外事業が好調に推移したことによるプラス面に加え、リフォーム

への注力等、当社独自の取り組みにより、上記為替及び事業売却の影響を除くと売上収益はほぼ前年同期並みであ

りました。売上総利益は、ＧＲＯＨＥブランドをはじめとする高粗利商品の売上の増加や、国内外での売価改善や

コスト削減等により増加し、販売費及び一般管理費は、継続的な業務改善等により固定費を削減したものの、ＣＭ

等の販促費用が増加し全体としては微増となりました。その結果、事業利益は883億12百万円（前年同期比26.0％

増）と大幅に増益となりました。営業利益（IFRS）は国内基幹システムの一部導入範囲見直しや遊休資産の減損処

理等がありましたが、それらを事業利益でカバーしたことにより675億35百万円（前年同期比73.1％増）と増益、

親会社の所有者に帰属する当期損益は425億３百万円の利益（前年同期は256億５百万円の親会社の所有者に帰属す

る当期損失）と対前年同期より大きく改善し、過去最高となりました。 

 

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。なお、2016年７月１日の組織改編に伴い、当連結会計年度の期

首から遡及して、従来「ハウジングテクノロジー事業」に含めていたタイル事業について、「ウォーターテクノロ

ジー事業」に報告セグメントを変更しております。このため、前連結会計年度との比較は、変更後の報告セグメン

トに基づき組み替えて行っております。 

 

［ウォーターテクノロジー事業］

ウォーターテクノロジー事業においては、“新品時の白さ、輝きが100年続く”新素材『アクアセラミック』を

採用したシャワートイレ一体型衛生陶器「ＳＡＴＩＳ（サティス）」「プレアス」などの拡販に努めたほか、アジ

ア、米国、欧州等の海外市場の伸長とＧＲＯＨＥブランド初の衛生陶器「Sensia Arena（センシア アリーナ）」

の市場導入があったものの、為替換算影響などにより売上収益は6,624億８百万円（前年同期比1.6％減）と減収で

ありました。一方で、グループ横断的なシナジーの効果によるコストダウンや商品ミックスの良化などによる粗利

率改善により、事業利益は650億71百万円（前年同期比18.6％増）と増益でありました。 

 

［ハウジングテクノロジー事業]

ハウジングテクノロジー事業においては、アルミの良さと樹脂の良さを融合させ高い断熱性能を実現した高性能

ハイブリッド窓「サーモスＬ」などの拡販に努めたものの、需要構造の変化に加え一部連結子会社の売却による減

少もあり売上収益は5,441億28百万円（前年同期比3.9％減）と減収でありました。一方で、さらなるコストダウン

による粗利率改善や販売費及び一般管理費の減少などにより事業利益は392億12百万円（前年同期比3.2％増）と増

益でありました。 

 

［ビルディングテクノロジー事業]

ビルディングテクノロジー事業においては、近年の選別受注徹底の結果及び前期における一部連結子会社の売却

による減少もあり売上収益は2,635億98百万円（前年同期比20.6％減）と大きく減収でありましたが、選別受注に

よる粗利率改善やコストダウンなどにより事業利益は38億46百万円（前年同期は56億21百万円の事業損失）と黒字

に転じました。 
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［キッチンテクノロジー事業]

キッチンテクノロジー事業においては、インテリアとしての美しさを備えながら道具としての“使う喜び”を突

き詰めたシステムキッチン「リシェルＳＩ」など、ＣＭ投入等による中高級商品の拡販施策の実施により売上収益

は1,147億35百万円（前年同期比2.4％増）、事業利益はコストダウン効果も加わり43億18百万円（前年同期比2.5

倍）と増収増益でありました。 

 

［流通・小売り事業]

流通・小売り事業においては、“住まいと暮らしの問題解決”と“プロのお客様に応えられる品揃え”を実現す

る最新モデル店舗「スーパービバホーム厚木南インター店」などの新規店舗展開があったものの、前期における一

部事業の譲渡の影響があり売上収益は1,720億５百万円（前年同期比6.8％減）と減収でありました。一方で、ホー

ムセンター事業の粗利の増加により事業利益は73億４百万円（前年同期比1.8％増）と増益でありました。 

 

［住宅・サービス事業等] 

住宅・サービス事業等においては、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）対応住宅「セシボＥＸ－Ｈ～

Limited～」をはじめとする高気密・高断熱の新築住宅、及び新築再生リフォーム「新築mitai（みたい）」の拡販

に注力したことなどから、売上収益は643億81百万円（前年同期比8.2％増）、事業利益は44億13百万円（前年同期

比16.8％増）と増収増益でありました。 

 

なお、セグメント別の売上収益はセグメント間取引消去前であり、事業利益は全社費用控除前であります。 

 

次期の見通しについては、世界経済においては英国のＥＵ離脱による影響や米国新政権の政策に対する懸念、中

国景気の減速などのリスク要因に加え、地政学的な不確実要素もあり景気は引き続き不透明感が続くものと思われ

ます。また、日本経済においては企業の設備投資は堅調に推移するものの、個人消費の停滞や不安定な為替動向、

海外景気の下振れの影響などが懸念される状況にあります。 

 

通期の業績予想については、次のとおりであります。 

    売上収益                  1,850,000百万円 

    事業利益（注）                95,000百万円 

    営業利益（IFRS）               75,000百万円 

    税引前利益                  70,000百万円 

    当期利益                   46,800百万円 

    親会社の所有者に帰属する当期利益       43,000百万円 

    基本的１株当たり当期利益             149円46銭 

（注）売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除した金額であります。 

 

（２）当期の財政状態及びキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末の総資産は、為替換算や一部連結子会社の売却、減損などの影響により、前連結会計年度末に

比べて879億55百万円減少の２兆421億65百万円となりました。なお、資本は5,594億31百万円、親会社所有者帰属

持分比率は26.8％であります。 

 

キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,325億31百万円の資金増加となりました。前

年同期に比べて114億46百万円の増加となり、この主な要因は運転資本の増加や、一時的な利息の支払額の増加が

あったほか、前年同期に保証債務の支払額があったことなどによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産や無形資産の取得支出のほか、連結子会社の売却による収

入及び支出があったことなどから580億52百万円の資金減少となりました。前年同期に比べて771億74百万円の資金

減少であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払のほか、有利子負債の調達と返済を行ったことなどから

798億99百万円の資金減少となりました。前年同期に比べて745億４百万円の資金増加であります。 

これらの結果、当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、換算差額による影響などを含めると、前連結会計年

度末に比べて80億83百万円減少の1,215億63百万円であります。 
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なお、財務状況に関する主要指標の推移は次のとおりであります。 

 
2015年 
３月期 

2016年 
３月期 

2017年 
３月期 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（倍） 5.7 5.8 4.8 

ネットデット・エクイティ・レシオ（倍） 1.0 1.3 1.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 16.2 16.7 7.7 

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。なお、各指標は、以下により算出してお

ります。 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：（有利子負債－現金及び現金同等物）／営業キャッシュ・フロー 

ネットデット・エクイティ・レシオ：（有利子負債－現金及び現金同等物）／親会社の所有者に帰属する持分 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

２．有利子負債は、連結財政状態計算書に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債及び転換社

債型新株予約権付社債を対象としております。現金及び現金同等物は、連結財政状態計算書の現金及び現金同

等物を使用しております。営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャ

ッシュ・フローを使用しております。また、利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用

しております。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、資本市場における財務情報の国際的な比較可能性及びグループ内管理レベルの向上を目的に、IFRS

（国際会計基準）を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2016年３月31日） 
当連結会計年度 

（2017年３月31日） 

資産    

流動資産    

現金及び現金同等物 129,646 121,563 

営業債権及びその他の債権 386,281 391,256 

棚卸資産 211,855 204,581 

工事契約資産 92,920 92,431 

未収法人所得税等 4,008 3,144 

その他の金融資産 30,004 12,217 

その他の流動資産 21,607 23,718 

 小計 876,321 848,910 

売却目的で保有する資産 8,897 873 

流動資産合計 885,218 849,783 

     

非流動資産    

有形固定資産 546,575 538,137 

のれん及びその他の無形資産 501,325 474,315 

投資不動産 7,922 7,143 

持分法で会計処理されている投資 25,606 23,913 

その他の金融資産 90,048 95,277 

繰延税金資産 51,125 45,162 

その他の非流動資産 22,301 8,435 

非流動資産合計 1,244,902 1,192,382 

     

資産合計 2,130,120 2,042,165 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2016年３月31日） 
当連結会計年度 

（2017年３月31日） 

負債及び資本    

負債    

流動負債    

営業債務及びその他の債務 342,832 350,477 

社債及び借入金 325,660 251,326 

工事契約負債 28,014 33,288 

未払法人所得税等 18,045 10,578 

その他の金融負債 17,569 7,291 

引当金 2,236 1,516 

その他の流動負債 117,550 122,709 

 小計 851,906 777,185 

売却目的で保有する資産に直接関連する負債 10,572 － 

流動負債合計 862,478 777,185 

     

非流動負債    

社債及び借入金 501,399 508,582 

その他の金融負債 30,790 29,108 

退職給付に係る負債 81,098 73,809 

引当金 7,144 6,909 

繰延税金負債 81,045 73,437 

その他の非流動負債 28,858 13,704 

非流動負債合計 730,334 705,549 

負債合計 1,592,812 1,482,734 

     

資本    

資本金 68,121 68,121 

資本剰余金 261,024 260,901 

自己株式 (54,898) (53,362) 

その他の資本の構成要素 22,791 14,860 

利益剰余金 227,768 256,724 

親会社の所有者に帰属する持分 524,806 547,244 

非支配持分 12,502 12,187 

資本合計 537,308 559,431 

     

負債及び資本合計 2,130,120 2,042,165 
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（２）連結純損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結純損益計算書）

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2015年４月１日 
 至 2016年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2016年４月１日 
 至 2017年３月31日) 

売上収益 1,890,450 1,786,447 

売上原価 (1,348,849) (1,222,861) 

売上総利益 541,601 563,586 

     

販売費及び一般管理費 (471,532) (475,274) 

その他の収益 23,216 13,394 

その他の費用 (54,274) (34,171) 

営業利益 39,011 67,535 

     

金融収益 16,620 9,641 

金融費用 (25,980) (10,689) 

持分法による投資利益（損失） (931) (480) 

関係会社投資の減損損失 (7,869) － 

債務保証関連損失 (27,938) － 

税引前利益（損失） (7,087) 66,007 

法人所得税費用 (19,584) (24,109) 

当期利益（損失） (26,671) 41,898 

     

当期利益（損失）の帰属    

親会社の所有者 (25,605) 42,503 

非支配持分 (1,066) (605) 

当期利益（損失） (26,671) 41,898 

     

１株当たり当期利益（円）    

基本的１株当たり当期利益（損失） (89.33) 148.01 

希薄化後１株当たり当期利益（損失） (89.33) 134.10 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2015年４月１日 
 至 2016年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2016年４月１日 
 至 2017年３月31日) 

当期利益（損失） (26,671) 41,898 

     

その他の包括利益    

純損益に振り替えられることのない項目    

確定給付制度の再測定 (1,101) 3,521 

純損益に振り替えられることのない項目合計 (1,101) 3,521 

     

純損益にその後振り替えられる可能性のある項目    

売却可能金融資産の公正価値の純変動 402 1,828 

キャッシュ・フロー・ヘッジの公正価値の変動額の有

効部分 
1,988 1,012 

在外営業活動体の換算差額 (29,830) (8,464) 

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する持

分 
7,597 (1,915) 

純損益にその後振り替えられる可能性のある項目合計 (19,843) (7,539) 

     

税引後その他の包括利益 (20,944) (4,018) 

     

当期包括利益 (47,615) 37,880 

     

当期包括利益の帰属    

親会社の所有者 (43,494) 38,338 

非支配持分 (4,121) (458) 

当期包括利益 (47,615) 37,880 
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（３）連結持分変動計算書

  （単位：百万円） 

  

親会社の所有者に帰属する持分 

資本金 資本剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 

在外営業 
活動体の 
換算差額 

確定給付制度 
の再測定 

売却可能 
金融資産の 
公正価値の 

純変動 

キャッシュ・ 
フロー・ 

ヘッジの公正 
価値の変動額 
の有効部分 

2015年４月１日 残高 68,121 261,166 (56,205) 30,246 － 14,378 (3,920) 

当期利益（損失） － － － － － － － 

その他の包括利益 － － － (26,776) (1,101) 402 1,989 

当期包括利益 － － － (26,776) (1,101) 402 1,989 

自己株式の取得 － － (98) － － － － 

自己株式の処分 － 0 1 － － － － 

株式報酬取引 － 79 1,404 － － － － 

配当金 － － － － － － － 

支配が継続している子会社に対する

持分変動 
－ (221) － － － － － 

子会社の支配獲得に伴う変動 － － － － － － － 

子会社の支配喪失に伴う変動 － － － － － － － 

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替 
－ － － － 1,101 － － 

所有者との取引額等合計 － (142) 1,307 － 1,101 － － 

2016年３月31日 残高 68,121 261,024 (54,898) 3,470 － 14,780 (1,931) 

当期利益（損失） － － － － － － － 

その他の包括利益 － － － (8,613) 3,521 1,828 1,014 

当期包括利益 － － － (8,613) 3,521 1,828 1,014 

自己株式の取得 － － (25) － － － － 

自己株式の処分 － 1 200 － － － － 

株式報酬取引 － 62 1,361 － － － － 

配当金 － － － － － － － 

支配が継続している子会社に対する

持分変動 
－ (186) － － － － － 

子会社の支配獲得に伴う変動 － － － － － － － 

子会社の支配喪失に伴う変動 － － － － － － － 

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替 
－ － － － (3,521) － － 

所有者との取引額等合計 － (123) 1,536 － (3,521) － － 

2017年３月31日 残高 68,121 260,901 (53,362) (5,143) － 16,608 (917) 
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    （単位：百万円） 

  

親会社の所有者に帰属する持分 

非支配持分 資本合計 

その他の資本の構成要素 

利益剰余金 合計 
持分法適用 

会社における 
その他の包括 
利益に対する 

持分 

その他 合計 

2015年４月１日 残高 (7,342) 5,660 39,022 271,643 583,747 7,108 590,855 

当期利益（損失） － － － (25,605) (25,605) (1,066) (26,671) 

その他の包括利益 7,597 － (17,889) － (17,889) (3,055) (20,944) 

当期包括利益 7,597 － (17,889) (25,605) (43,494) (4,121) (47,615) 

自己株式の取得 － － － － (98) － (98) 

自己株式の処分 － － － － 1 － 1 

株式報酬取引 － 557 557 21 2,061 － 2,061 

配当金 － － － (17,190) (17,190) (198) (17,388) 

支配が継続している子会社に対する

持分変動 
－ － － － (221) 2,065 1,844 

子会社の支配獲得に伴う変動 － － － － － 6,923 6,923 

子会社の支配喪失に伴う変動 － － － － － 725 725 

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替 
－ － 1,101 (1,101) － － － 

所有者との取引額等合計 － 557 1,658 (18,270) (15,447) 9,515 (5,932) 

2016年３月31日 残高 255 6,217 22,791 227,768 524,806 12,502 537,308 

当期利益（損失） － － － 42,503 42,503 (605) 41,898 

その他の包括利益 (1,915) － (4,165) － (4,165) 147 (4,018) 

当期包括利益 (1,915) － (4,165) 42,503 38,338 (458) 37,880 

自己株式の取得 － － － － (25) － (25) 

自己株式の処分 － － － － 201 － 201 

株式報酬取引 － (245) (245) 137 1,315 － 1,315 

配当金 － － － (17,219) (17,219) (57) (17,276) 

支配が継続している子会社に対する

持分変動 
－ － － － (186) 197 11 

子会社の支配獲得に伴う変動 － － － － － 3 3 

子会社の支配喪失に伴う変動 － － － 14 14 － 14 

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替 
－ － (3,521) 3,521 － － － 

所有者との取引額等合計 － (245) (3,766) (13,547) (15,900) 143 (15,757) 

2017年３月31日 残高 (1,660) 5,972 14,860 256,724 547,244 12,187 559,431 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2015年４月１日 
 至 2016年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2016年４月１日 
 至 2017年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前利益（損失） (7,087) 66,007 

減価償却費及び償却費 62,205 60,701 

減損損失 19,701 17,279 

受取利息及び受取配当金 (3,053) (3,136) 

支払利息 13,544 8,829 

持分法による投資損益（益） 931 480 

関係会社投資の減損損失 7,869 － 

債務保証関連損失 27,938 － 

有形固定資産除売却損益（益） (4,627) 2,119 

調査費用 5,687 － 

営業債権及びその他の債権の増減額（増加） 12,135 (10,730) 

棚卸資産の増減額（増加） 18,086 4,214 

営業債務及びその他の債務の増減額（減少） (10,401) 13,917 

退職給付に係る負債の増減額（減少） (1,758) 580 

その他 41,578 15,953 

小計 182,748 176,213 

利息の受取額 2,241 1,925 

配当金の受取額 998 2,609 

利息の支払額 (7,230) (17,258) 

法人所得税等の支払額 (24,052) (30,953) 

保証債務の支払額 (33,018) － 

求償債権に対する入金額 5,080 － 

調査費用の支払額 (5,682) (5) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,085 132,531 
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    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2015年４月１日 
 至 2016年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2016年４月１日 
 至 2017年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の増減額（増加） 82,781 9,537 

有形固定資産の取得による支出 (50,656) (52,403) 

有形固定資産の売却による収入 16,755 2,521 

無形資産の取得による支出 (21,427) (15,812) 

投資不動産の売却による収入 1,027 2,173 

子会社の取得による支出 (12,534) － 

子会社の売却による支出 (3,178) (12,297) 

子会社の売却による収入 327 7,212 

短期貸付金の増減額（増加） (1,075) (174) 

長期貸付金による支出 (123) (183) 

長期貸付金の回収による収入 185 1,188 

投資の取得による支出 (279,965) (280,629) 

投資の売却及び償還による収入 290,110 282,540 

その他 (3,105) (1,725) 

投資活動によるキャッシュ・フロー 19,122 (58,052) 

     

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 (17,190) (17,222) 

非支配持分への配当金の支払額 (198) (57) 

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減額（減

少） 
1,162 (42,277) 

長期借入金の調達による収入 83,976 54,050 

長期借入金の返済による支出 (219,230) (108,790) 

社債の発行による収入 － 34,850 

非支配持分からの払込による収入 － 140 

その他 (2,923) (593) 

財務活動によるキャッシュ・フロー (154,403) (79,899) 

     

現金及び現金同等物の増減額（減少） (14,196) (5,420) 

現金及び現金同等物の期首残高 147,708 129,646 

現金及び現金同等物に係る換算差額 (3,803) (2,663) 

売却目的保有資産に含まれる現金及び現金同等物 (63) － 

現金及び現金同等物の期末残高 129,646 121,563 
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（５）連結財務諸表に関する主な注記

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報）

① 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、「ウォーターテクノロジー事業」、「ハウジングテクノロジー事業」、「ビルディングテクノロ

ジー事業」、「キッチンテクノロジー事業」、「流通・小売り事業」及び「住宅・サービス事業等」の６区分を報告

セグメントとしており、報告セグメントごとの業績を執行役会又は取締役会に報告して業績管理するなどのセグメン

ト別経営を行っております。 

 「ウォーターテクノロジー事業」は衛生設備、水栓金具、バスルーム等を、「ハウジングテクノロジー事業」はサ

ッシ、ドア、シャッター、内装外装建材類等を、「ビルディングテクノロジー事業」はカーテンウォール等を、「キ

ッチンテクノロジー事業」はシステムキッチン等を製造及び販売しております。「流通・小売り事業」は生活用品、

ＤＩＹ用品、建築資材等を販売しております。「住宅・サービス事業等」は住宅ソリューションの提供、不動産の販

売・管理、介護付マンションの運営等を行っております。 

 なお、2016年７月１日に、基幹システムの統合による業務効率化と水回り商材との連携強化を図るための組織改編

を行い、当連結会計年度の期首から遡及して、従来「ハウジングテクノロジー事業」に含めていたタイル事業につい

て、「ウォーターテクノロジー事業」に報告セグメントを変更しております。当該変更に伴い、当連結会計年度及び

前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントに組み替えて表示しております。 

 

② 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失及びその他の項目の金額の算定方法 

 報告セグメントの会計方針は、連結財務諸表作成における会計方針と同一であります。 

 また、報告セグメントの損益は、事業損益ベースの数値であり、セグメント間の内部売上収益又は振替高は市場価

格等に基づいております。 
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③ 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失及びその他の項目に関する情報

 前連結会計年度（自 2015年４月１日 至 2016年３月31日）                           （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
ウォーターテク

ノロジー事業 
ハウジングテク

ノロジー事業 
ビルディングテ

クノロジー事業 
キッチンテクノ

ロジー事業 
流通・小売り 

事業 
住宅・サービス

事業等 

売上収益            

外部顧客への売上収益 658,975 556,882 331,943 100,205 184,461 57,984 

セグメント間の内部売上収益 

又は振替高 
14,305 9,180 49 11,860 0 1,516 

計 673,280 566,062 331,992 112,065 184,461 59,500 

セグメント利益（損失）（注）１ 54,854 37,992 (5,621) 1,750 7,175 3,777 

その他の収益            

その他の費用            

営業利益            

金融収益            

金融費用            

持分法による投資利益（損失）            

関係会社投資の減損損失            

債務保証関連損失            

税引前利益（損失）            

その他の項目            

減価償却費及び償却費 25,609 23,422 5,309 2,162 5,098 599 

減損損失 141 5,362 10,113 3,454 631 － 

持分法による投資利益（損失） 825 (190) － － (1,366) (200) 

持分法で会計処理されている投資 10,703 3,750 － － 4,403 6,750 

資本的支出 21,160 43,743 4,550 5,399 16,132 759 

 
    （単位：百万円） 

 

合計 
調整額 

（注）２ 
連結 

 

売上収益      

外部顧客への売上収益 1,890,450 － 1,890,450 

セグメント間の内部売上収益 

又は振替高 
36,910 (36,910) － 

計 1,927,360 (36,910) 1,890,450 

セグメント利益（損失）（注）１ 99,927 (29,858) 70,069 

その他の収益     23,216 

その他の費用     (54,274) 

営業利益     39,011 

金融収益     16,620 

金融費用     (25,980) 

持分法による投資利益（損失）     (931) 

関係会社投資の減損損失     (7,869) 

債務保証関連損失     (27,938) 

税引前利益（損失）     (7,087) 

その他の項目      

減価償却費及び償却費 62,199 6 62,205 

減損損失 19,701 － 19,701 

持分法による投資利益（損失） (931) － (931) 

持分法で会計処理されている投資 25,606 － 25,606 

資本的支出 91,743 2 91,745 

（注）１．セグメント利益（損失）は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除した金額である事業損益

を使用しております。 

２．セグメント損益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主とし

て当社及び当社の連結子会社である株式会社ＬＩＸＩＬの人事、総務、経理等の管理部門に係る費用であり

ます。 
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 当連結会計年度（自 2016年４月１日 至 2017年３月31日）                           （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
ウォーターテク

ノロジー事業 
ハウジングテク

ノロジー事業 
ビルディングテ

クノロジー事業 
キッチンテクノ

ロジー事業 
流通・小売り 

事業 
住宅・サービス

事業等 

売上収益            

外部顧客への売上収益 648,588 536,635 263,514 103,276 171,993 62,441 

セグメント間の内部売上収益 

又は振替高 
13,820 7,493 84 11,459 12 1,940 

計 662,408 544,128 263,598 114,735 172,005 64,381 

セグメント利益（注）１ 65,071 39,212 3,846 4,318 7,304 4,413 

その他の収益            

その他の費用            

営業利益            

金融収益            

金融費用            

持分法による投資利益（損失）            

税引前利益            

その他の項目            

減価償却費及び償却費 26,299 21,458 4,899 2,044 5,191 802 

減損損失 1,845 4,352 411 606 360 533 

持分法による投資利益（損失） (11) 286 － － (1,648) 893 

持分法で会計処理されている投資 9,001 3,831 － － 2,755 8,326 

資本的支出 27,628 25,979 5,386 5,997 12,857 627 

 
    （単位：百万円） 

 

合計 
調整額 

（注）２ 
連結 

 

売上収益      

外部顧客への売上収益 1,786,447 － 1,786,447 

セグメント間の内部売上収益 

又は振替高 
34,808 (34,808) － 

計 1,821,255 (34,808) 1,786,447 

セグメント利益（注）１ 124,164 (35,852) 88,312 

その他の収益     13,394 

その他の費用     (34,171) 

営業利益     67,535 

金融収益     9,641 

金融費用     (10,689) 

持分法による投資利益（損失）     (480) 

税引前利益     66,007 

その他の項目      

減価償却費及び償却費 60,693 8 60,701 

減損損失 8,107 9,172 17,279 

持分法による投資利益（損失） (480) － (480) 

持分法で会計処理されている投資 23,913 － 23,913 

資本的支出 78,474 3 78,477 

（注）１．セグメント利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除した金額である事業損益を使用し

ております。 

２．セグメント損益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主とし

て当社及び当社の連結子会社である株式会社ＬＩＸＩＬの人事、総務、経理等の管理部門に係る費用であり

ます。また、減損損失の内容は、ソフトウェア仮勘定に係る減損損失であり、注記（連結純損益計算書関

係）に記載のとおりであります。 
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（連結純損益計算書関係）

減損損失の計上について 

 当連結会計年度において、連結純損益計算書のその他の費用に減損損失を17,279百万円計上しております。なお、

減損損失を認識した資産の主な内容は、次のとおりであります。 

 

用途 セグメント 種類及び金額 

基幹システム刷新 － ソフトウェア仮勘定 9,172百万円 

 

ソフトウェア仮勘定については、当社の連結子会社である株式会社ＬＩＸＩＬにおいて現在開発中の基幹システム

について導入範囲の見直しを行ったため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、連結純損益計算書のその

他の費用として計上しております。 

回収可能価額は、基幹システムの導入範囲のうち、将来において事業の用に供しない範囲に係る帳簿価額をすべて

減額し、零としております。 

 

（１株当たり情報）

 
 前連結会計年度 

(自 2015年４月１日 
 至 2016年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2016年４月１日 

 至 2017年３月31日) 

親会社の所有者に帰属する当期利益（損失） (25,605) 百万円 42,503 百万円 

希薄化に伴う当期利益調整額 － 百万円 240 百万円 

希薄化後当期利益（損失） (25,605) 百万円 42,743 百万円 

発行済普通株式の加重平均株式数 286,639,766 株 287,154,694 株 

希薄化に伴う普通株式増加数      

 ストック・オプションによる増加 － 株 338,139 株 

 転換社債型新株予約権付社債による増加 － 株 31,253,390 株 

希薄化後の普通株式の加重平均株式数 286,639,766 株 318,746,223 株 

基本的１株当たり当期利益（損失） (89.33) 円 148.01 円 

希薄化後１株当たり当期利益（損失） (89.33) 円(注) 134.10 円 

希薄化効果を有しないために希薄化後１株当たり

当期利益（損失）の算定に含めなかった潜在株式

の概要 

第４回新株予約権 

（普通株式1,386千株） 

第５回新株予約権 

（普通株式4,495千株） 

第７回新株予約権 

（普通株式3,572千株） 

第８回新株予約権 

（普通株式42千株） 

2020年満期ユーロ円建転換社

債型新株予約権付社債 

（普通株式15,464千株） 

2022年満期ユーロ円建転換社

債型新株予約権付社債 

（普通株式15,789千株） 

第５回新株予約権 

（普通株式4,160千株） 

第７回新株予約権 

（普通株式3,432千株） 

第８回新株予約権 

（普通株式42千株） 

 

（注）前連結会計年度における希薄化後１株当たり当期損失については、ストック・オプションの行使及び転換社債型

新株予約権付社債の転換が１株当たり当期損失を減少させるため、潜在株式は希薄化効果を有しておりません。
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（追加情報）

GraceA株式会社及びGROHE Group S.à r.l.等の完全子会社化について 

当社の完全子会社である株式会社ＬＩＸＩＬ（以下、ＬＩＸＩＬ）は、2016年９月30日付で株式会社日本政策投資

銀行（以下、ＤＢＪ）との間で株式譲渡契約を締結し、ＬＩＸＩＬとＤＢＪがそれぞれ50％の議決権を有するGraceA

株式会社（以下、GraceA）が発行する議決権付株式のうち、ＤＢＪが保有する株式のすべてを取得いたしました。こ

れにより、GraceA、その100％子会社であるGraceB S.à r.l.（以下、GraceB）及びその子会社であるGROHE Group S.à 

r.l.（以下、ＧＲＯＨＥ）は、同日に当社が議決権の100％を所有する子会社となっております。 

また、ＬＩＸＩＬは、2017年４月７日付でGraceAが発行する無議決権株式のうち、金融機関等が保有する無議決権

株式のすべてを取得いたしました。これにより、ＬＩＸＩＬはGraceAが発行する株式のすべてを保有することとなり

ます。 

 

(1) 取引の目的 

当社グループは、経営目標である「住生活産業におけるグローバルリーダーとなる」の達成に向けて積極的に海

外展開を図っております。 

その一環で、前連結会計年度において、GraceA、GraceB及びＧＲＯＨＥ等を連結子会社化いたしましたが、今

般、所有する議決権を100％とすることでガバナンス強化、意思決定の迅速化及びシナジー創出早期化などによる企

業価値最大化を目指すことと、金融費用低減という経済的合理性から、GraceAの株式を取得することを決定いたし

ました。 

 

(2) 議決権付株式の追加取得 

① 株式取得の相手会社の名称 

株式会社日本政策投資銀行 

 

② 株式追加取得の時期 

2016年９月30日 

 

③ 取得したGraceAの議決権付株式の数及び取得後の議決権付株式所有数 

追加取得前の議決権付株式所有数 
3,850,000株

（議決権所有割合： 50％）（持分比率：100％）

取得したGraceAの議決権付株式の数 3,850,000株

取得後の議決権付株式所有数
7,700,000株

（議決権所有割合：100％）（持分比率：100％）

 

④ 本件取引の会計処理の概要及び財務上の影響 

IFRSでは金融商品の性質に基づき金融負債と資本に区分する包括的な規定が設けられており、これに従い、当

社の連結財務諸表上、ＤＢＪが保有するすべてのGraceA株式（議決権付株式）は非支配持分ではなく負債性金融

商品（短期借入金）として計上していることから、本件取引の実行前よりGraceA、GraceB及びＧＲＯＨＥは持分

比率100％の子会社として連結しております。このため、本件取引の実行による財務上の影響としては、当連結会

計年度の連結財政状態計算書及び連結キャッシュ・フロー計算書上、短期借入金43,950百万円（385百万ユーロ）

の返済とその他の金融負債（未払利息）の支払として会計処理をしております。なお、当連結会計年度の連結純

損益計算書、基本的１株当たり当期利益及び希薄化後１株当たり当期利益への影響は軽微であります。 

 

(3) 翌連結会計年度における無議決権株式の取得の会計処理の概要及び財務上の影響 

IFRSでは金融商品の性質に基づき金融負債と資本に区分する包括的な規定が設けられており、これに従い、当

社の連結財務諸表上、金融機関等が保有するすべてのGraceA株式（無議決権株式）は非支配持分ではなく負債性

金融商品（１年内返済予定の長期借入金）として計上していることから、翌連結会計年度の連結財政状態計算書

及び連結キャッシュ・フロー計算書上、１年内返済予定の長期借入金49,100百万円の返済とその他の金融負債

（未払利息）の支払として会計処理する予定であります。なお、翌連結会計年度の連結純損益計算書、基本的１

株当たり当期利益及び希薄化後１株当たり当期利益への影響は軽微であります。また、支払資金については、自

己資金及び借入金を充当しております。 
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（重要な後発事象）

株式会社ＬＩＸＩＬビバの上場及びそれに伴う当社所有株式の売出し、並びに同社の新株発行について 

 当社の完全子会社である株式会社ＬＩＸＩＬビバ（以下、ＬＩＸＩＬビバ）は、2017年４月12日に、東京証券取引

所 市場第一部に上場いたしました。なお、株式上場に際し、当社は、当社が所有するＬＩＸＩＬビバの普通株式の一

部を売出し、また、ＬＩＸＩＬビバは新株発行により資金調達をいたしました。

 

(1) 上場の背景と目的

 現在、国内におけるホームセンター市場は、他業態の小売業者との競合もあり、４兆円市場で飽和状態が続いて

おります。一方で、ＢtoＢ（プロの事業者向けビジネス）の建材供給ビジネスに強みを持つＬＩＸＩＬビバはホー

ムセンター他社と大きく異なる店舗形態、商品の品揃え、専門性の高いサービス提供を行うことで、独自の成長を

遂げており、増収と堅調な利益成長を達成しております。

 今回、ＬＩＸＩＬビバの経営陣より『上場企業となることで、さらなる企業信用力を獲得し、機動的な経営判断

が可能なガバナンス体制と資金調達の手段を確保すると共に、より柔軟で積極的な店舗展開を実施し、さらなる成

長を図っていきたい。』との申し出を受けました。これを受けて当社にて入念に協議した結果、当該申し出を受け

入れることが、ＬＩＸＩＬビバや当社の企業価値向上に最適であるとの結論に至りました。

 当社としては、ＬＩＸＩＬビバが上場を果たし、事業拡大の様々な選択肢を確保することは、リフォーム市場の

さらなる拡大にとっても望ましいものと考えており、ひいては幅広くリフォーム商品を提供する当社の業容拡大に

貢献することを期待しております。

 当社は、水回り事業におけるグローバル化を進展させるべく、ＧＲＯＨＥやAmerican Standard、ＩＮＡＸ、ＬＩ

ＸＩＬブランドを中心にシナジー効果の顕在化へ注力し、さらなる収益力の拡大を図っております。また、国内に

おいては、リフォーム需要の創造を図るべく、エンドユーザーのリフォームに関する困りごとを『簡単・早い・明

朗』で解決していく新サービス『リクシルＰＡＴＴＯリフォーム大作戦』を全国で展開しております。この取り組

みは、施工業者の人手不足という日本の重要な課題にも対応しております。エンドユーザーのニーズに対応しリフ

ォーム市場そのものを拡大させることは、当社の重要なミッションであるため、当社は、引き続きリフォーム市場

における重要なチャネルであるＬＩＸＩＬビバとの資本関係並びに協力関係を継続する予定であります。

 

(2) 当社が所有するＬＩＸＩＬビバの普通株式の一部売出しについて

 子会社の名称、事業内容及び売出しの概要は次のとおりであります。
 

イ．子会社の名称 株式会社ＬＩＸＩＬビバ 

ロ．事業内容 
家庭日用品、インテリア用品、住宅設備機器等の総合小売業及び住

宅リフォーム等の事業 

ハ．売出株式の種類及び数 

引受人の買取引受けによる売出し   普通株式 14,903,800株 

オーバーアロットメントによる売出し 普通株式  1,728,900株 

           計           16,632,700株 

ニ．売却価額 32,392百万円（１株につき  1,947.50円） 

ホ．株式受渡日
引受人の買取引受けによる売出し   2017年４月12日

オーバーアロットメントによる売出し 2017年５月２日 
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(3) ＬＩＸＩＬビバの公募による新株発行について 

 公募による新株発行の概要は次のとおりであります。
 

イ．募集方法 一般募集（ブックビルディング方式による募集）

ロ．発行する株式の種類及び数 普通株式  4,720,000株 

ハ．発行価格 １株につき 2,050.00円 

ニ．引受価額 

１株につき 1,947.50円 

この価額は、ＬＩＸＩＬビバが引受人より１株当たりの新株式払込

金として受け取った金額であります。なお、発行価格と引受価額と

の差額の総額は、引受人の手取金となります。 

ホ．払込金額 

１株につき 1,657.50円 

この金額は、会社法上の払込金額であり、2017年３月27日開催のＬ

ＩＸＩＬビバの取締役会において決定された金額であります。 

ヘ．資本組入額 １株につき 973.75円 

ト．引受価額の総額 9,192百万円

チ．発行価額の総額
7,823百万円

この金額は、会社法上の払込金額の総額であります。

リ．資本組入額の総額 4,596百万円

ヌ．払込期日 2017年４月11日

ル．資金の使途
ホームセンター事業等における成長戦略の加速及び既存店の競争力

強化を目的に設備投資資金として充当する予定であります。

 

 

(4) 翌連結会計年度の連結純損益に与える影響額

 当社は、上記(2)及び(3)の取引後、ＬＩＸＩＬビバの発行済株式総数の過半を引き続き所有していることから、

上記(2)及び(3)の取引は支配関係が継続している子会社の株式の一部売却等に該当いたします。そのため、上記(2)

に係る株式売却益及び上記(3)に係る持分変動差額は、当社の翌連結会計年度の連結財務諸表上、連結純損益計算書

への利益の計上ではなく、資本剰余金の増加として計上されることから、本件取引による翌連結会計年度の連結純

損益に与える影響額は軽微であります。
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４．その他

役員の異動（2017年６月22日付（予定））

(1) 新任取締役候補

取締役（社外）  吉村 博人

 

(2) 退任予定取締役

取締役      川本 隆一 

取締役      井植 敏雅 

取締役（社外）  佐藤 英彦 

 

(3) 新任執行役候補 

執行役副社長   大坪 一彦（現 株式会社ＬＩＸＩＬ 専務役員

 ＬＩＸＩＬジャパンカンパニー COO） 

 

執行役専務    二瓶  亮（現 株式会社ＬＩＸＩＬ 専務役員

 Technology Research本部長 兼 CSO） 

 

執行役専務    金澤 祐悟（現 専務役員 デジタル・事業戦略担当

 兼 株式会社ＬＩＸＩＬ 専務役員 マーケティング本部長 兼 CDO）

 

(4) 退任予定執行役 

執行役副社長   井植 敏雅 
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